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研究成果の概要（和文）：我々は同一食鳥処理場を調査定点とした肉用鶏におけるサルモネラの分布調査を行っ
ており、S. Agonaのemergingが起きていることを確認した。このemergingの要因を明らかとするために検討を行
った。全国の衛生研究所等の協力のもとS. Agona菌株を収集した。これらの菌株をPFGE、NGS解析を行ったとこ
ろ、関東および関西での分離株でemerging菌株のクローンが認められ、千葉県で分離されていた菌株はemerging
菌株の祖先である可能性が示された。また、病原性を確認したところ、emerging菌株は他で分離された菌株より
も細胞侵入性等において病原性が高いことを示した。

研究成果の概要（英文）：We have been investigate isolation of Salmonella sp. strains in broiler 
chicken at broiler-raising farms. S. Agona was occurred emerging in broiler chicken. This study was 
investigated the cause of emerging of S. Agona. We collected S. Agona strains in Japan. The strains 
were analyzed PFGE and NGS. This results indicated that some strains were clone of the emerging 
strain, and a strain isolated Chiba prefecture was ancestor of the emerging strain. In study of 
pathogenic, the emerging strain have higher cellular invasion than other isolated strains.

研究分野： 微生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
病原細菌のemerging現象はその病原体がかなり蔓延した状態になってから把握することが多い。今回のS.Agona
についてはemerging現象を比較的早期に把握出来、そのemergingを引き起こしている菌株が過去に他県で分離さ
れていたことが明らかとなった。養鶏農家への侵入経路についてはまだ分からないが、今回のケースが他の病原
細菌のemerging現象が発生した際における要因解明のモデルケースとなり得ると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
サルモネラは腸内細菌科に属し、動物の腸管、自然界に広く分布しており、近年、サルモネ

ラによる食中毒が世界的に増加している。ヒトにおけるサルモネラ食中毒は食肉や鶏卵食品が
主な原因食品とされており、日本国内では主に Salmonella Enteritidis は鶏卵、S. Infantis では鶏
肉がその感染源として重要とされている。これまで我々は同一食鳥処理場を調査定点として、
肉用鶏のサルモネラの分布を検討してきた。2011 年の調査では S. Infantis が優勢に分離されて
いたが、2014 年の調査では、S. Infantis は 1%分離されたのに留まり、代わって S. Agona が優勢
に分離された。分離された S. Agona は、パルスフィールド電気泳動（PFGE)を用いて解析し、
同一クローンの emerging であることが示された。 
病原細菌の emerging 現象は同じサルモネラである S. Enteritidis や S. Typhimurium DT104 など

でも報告されているが、その要因はほとんど明らかとなっていない。また、病原細菌の emerging
現象を比較的早期に把握することは非常に困難であり、病原細菌がかなり蔓延してから
emerging であることが確認されることが多い。今回我々が確認した S. Agona の emerging は、同
一調査定点において経時的なサルモネラ汚染を調査したことで比較的発生地域が限定している
早期に把握出来たこと、及び分離される優勢な血清型が完全に変化するというあまり報告のな
い現象であることから、今回の S. Agona の emerging 要因の解明は非常に貴重なデータとなり得
る。 
 
２．研究の目的 
病原体の emerging は、優勢に分布する進化系統群の交代現象によって引き起こされることが

あるが、S. Agona については進化系統群そのものが調査されておらず不明である。そこで本研
究では、全国的規模で S. Agona 菌株を収集し、次世代シークエンサー(NGS)解析により S. Agona
の進化系統群を解明するとともに、それぞれの進化系統群の多様性を集団遺伝学的解析および
病原性解析により日本に分布する S. Agona の系統地理学的解析を行い、emerging を引き起こし
た S. Agona の由来を調査した。 
 
３．研究の方法 
本研究では S. Agona 菌株の全国規模での収集および NGS による進化系統群の解明として、

様々な検体から分離された S. Agona 菌株を全国規模で収集し、PFGE による分子疫学的解析に
より同一クローン由来と思われる菌株を特定した。その菌株を NGS で解析して系統解析を実施
し、S. Agona の進化系統群の解析を行った。また、S. Agona の進化系統群による病原性差の解
明として、培養細胞への付着性および侵入性を検討し、さらに生体感染に重要なマクロファー
ジ細胞死誘導能についても検討した。さらに、以上の結果を受けて、S. Agona の生物系統地理
学的検討を行った。 
 
４．研究成果 

S. Agona 菌株は全国の衛生研究所等の協力のもと約 300 菌株を収集し、これらの菌株を PFGE、
NGS 解析を行ったところ、関東および関西での分離株で emerging 菌株のクローンが認められ
た。千葉県で分離されていた菌株は emerging 菌株の祖先である可能性が示された。S. Agona 菌
株の病原性を確認したところ、emerging 菌株は他で分離された菌株よりも高い細胞侵入性が認
められた。また、一般的に病原性が強いとされている S. Enteritidis よりも細胞侵入性が高い傾
向が認められ、emerging 菌株は病原性が高い可能性を示した。 
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